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着心地評価のための被服圧計測用ダミーの試作

○山藤利加＊　小竹美香＊　山田智子＊＊　伊藤紀子＊＊＊
　　　(＊鳥取大・院　＊＊赤崎高校　*＊＊鳥取大)

被　　服

【目的】本研究では、伊藤らの研究成果を基に被服圧計測用上半身ダミーを試作し、そ

の有用性を婦人用肌着を用いて検討する。また、下半身ダミーについては、ダミーの有用

性を高めるためにガードルを用いて検討する。

　【方法】　下半身ダミーの有用性は、ガードル７種類を用い下半身ダミーと被験者の実測

被服圧を測定し、両者の実測被服圧を比較検討した。また、大腿部における下半身ダミー

の推定被服圧を算出し、各部位の下半身ダミーの実測被服圧と比較検討した。上半身ダミ

ーの有用性については、婦人用肌シャツ、長袖10種類、半袖５種類を用い、下半身ダミ

ー同様に上半身ダミーと被験者の実測被服圧を測定し、各部位の両者の実測被服圧を比較

検討した。また、試作した上半身および下半身ダミーのアパレル製品の快適性評価のため

の有用性についても検討した。

　【結果】下半身ダミーのガードルの大腿部における推定被服圧と実測被服圧は、1.5kPa

以下で近似した。下半身ダミーおよび被験者のガードルの実測被服圧は、腹部、腰部、警

部、大腿部前面、大腿部後面において近似し、下半身ダミーの有用性の高いことが明らか

となった。上半身ダミーおよび被験者の実測被服圧は、胸部、上腕部、前腕部において一

部の試料を除いて近似した。また、上半身および下半身ダミー上で求めた被服圧や総計被

服圧は、被験者の着用感評価と高い相関が見られ、試作したダミーは、快適なアパレル製

品の評価開発に有用であることが明らかとなった。

lNp-2 　重症心身障害児の衣生活実態調査

　多屋淑子　○佐藤真理子　中村博志

(日本女大)

＜目的＞　近年、障害を持つ人たちのＱＯＬの向上を支援するため、様々な試みがなされ

ている。衣服に関しては従来から、着脱が簡便でファッション性の豊かな障害児（者）用

衣服の研究が進められているが、その多くは。身体機能にのみ障害を持つ人を対象とし、

着脱動作を主に検討したものである。本研究では、心身ともに障害を持ち意思や感情の表

現が困難な重症心身障害児にとって快適な衣服を提案するため、衣生活の実態調査を行っ

た。

＜方法＞　心身障害児総合医療療育センター内のむらさき愛育園の重症心身障害児1 2名

について、衣服調査およびサーモグラフィによる体表面温度分布測定を行った。また、重

症心身障害児の衣生活に対する介護者の意識について、中村らによる全国の重症心身障害

児病棟を有する

た。
へのアンケート調査結果山を使用し、解析を行つ

＜結果＞　所持している衣服の種類、素材、開口部の形などを詳細に調べ、障害の程度に

よる比較および健常者との比較を行った。重症心身障害児の体型は健常者の標準体型と異

なるため、選択する衣服のサイズに考慮が必要と思われた。施設職員へのアンケート結果

から、介護者の職種により衣生活への視点は異なることが明らかになった。

[1]中村ほか：重症心身障害児（者）施設職員自己評価チェックリスト作成の試み、厚生

省心身障害研究報告書平成３年度, P 1 3 8-1 4 1
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